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お気に入り 

人には誰でも思い入れのある土地や場所

があると思いますが、私にとってのそれは

渡嘉敷島の海です。

沖縄本島から船で一時間半ほどの場所に

ある小さな島なのですが、海の色がとても

鮮やかで驚きます。沖から浜辺への青のグ

ラデーション、陽光を受けて真っ白に輝く

砂浜との対は美しく、ずっと眺めていても

全く飽きることはありません。

海に入れば浅瀬でも蛍光色の熱帯魚がサ

ンゴの周りをひらひらと泳いでいて、手で

すくえるほどです。

沖縄の学校を卒業後にこちらへ就職した

こともあり、最近はなかなか行く機会がな

いのですが、その

“青の世界”を思

い浮かべるだけで、

心が穏やかになり

ます。

温かい言葉に支えられ 

早いもので勤続 28 年目に入り、私が入所し

た時の息子の年齢と今は孫が同じ年齢になっ

てしまいました。 

入所当時は自転車集配で、自転車の荷台

にクーラーボックスを乗せて汗を流しながら集

荷をしていました。検体数も多く、ひとつの病院

で百本近くの検体を預かっていました。 

私がこの仕事を長く続けてこられた理由の一

つは、当時から集荷のコースが変わらないこと

です。病院様も皆顔見知りで気軽に声をかけ

て下さり、本当に良くしてもらっています。 

去年、足の骨折で 2 ヶ月も仕事を休んでしま

ったときには、「もう怪我はしないでくださいね。

休んでもらったら困るからね。」「定年までずっと

いてくださいね。」など皆さんから優しい言葉を

かけていただきとても嬉しく思いました。これか

らも元気な限りはずっとこの仕事を続けていき

たいと思っていますので、よろしくお願いいたし

ます。 
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